
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行令の一部を 

改正する政令（案）」に対する意見募集について 

（国内希少野生動植物種の追加等） 

 

１ 意見募集の状況 

（１） 意見提出者数 

意見提出方法 数 

FAX ０通 

郵送 １通 

電子メール １３通 

計 １４通 

 

（２） 整理した意見の総数（※下記の他、本件に関係ないもの １件あり） 

・今回の改正政令案に係る意見   １２件 

・その他の意見   ９件 

 

２ 意見等の概要と意見に対する考え方について 

意見概要 件数 理由概要 頂いた意見に対する考え方 

【改正政令案に係る意見】 

１ 今回の指定に賛成す

る。 

１ ・植物について適切な規

制となっている 

今後、追加指定する種の保護

を推進してまいります。 

２ 候補種以外の種につ

いても国内希少野生

動植物種指定を検討

すべき。 

２ ・地元住民が関心をもつ

種を指定すべきである 

・他にも絶滅の危機にさ

らされている種がある。 

ご意見は、今後の指定候補検

討の参考とさせていただきま

す。 

なお、国内希少野生動植物種

指定については、提案制度を

設けていますので活用いただ

ければ幸いです。 

３ 特定国内希少野生動

植物種の対象候補を

再検討すべき。 

３ ・挿し木による増殖が可

能な種があると考えら

れる。 
・特定国内希少野生動植

物種に指定することで、

山採りを助長し、採取圧

を高めてしまうと考え

られる種がある。 

増殖技術及び流通状況に関す

る情報収集から、特定国内希

少野生動植物種の要件（商業

的に個体の繁殖をさせること

ができるものである（法第四

条五項））に指定時点で該当す

ると判断できるものについて

は、特定国内希少野生動植物
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・既存の国内希少野生動

植物種にも、繁殖品が十

分にあったにも関わら

ず特定国内希少野生動

植物種に指定されず過

剰規制となっている種

がある。 

種として指定を行っていま

す。（生きている個体の捕獲等

の行為は禁止されます。） 

今後、今回の特定国内希少種

の指定候補種のみならず、既

存の国内希少野生動植物種に

ついても、増殖技術や流通状

況等の情報収集や野生個体の

モニタリング、遺伝情報取得

等に努め、要件に該当すると

判断できる種の特定国内希少

野生動植物種への追加指定

や、法の目的である「種の保

存」を果たすことが出来てい

ない種の指定解除を検討して

まいります。 

４ シシキカンアオイ（シ

ジキカンアオイ）の種

名について、主な和名

をシジキカンアオイ

に修正すべき。 

６ ・本種の和名は産地であ

る志々伎山（しじきさ

ん）に基づくものである 

・志々伎（しじき）とい

う名称は山の名前だけ

でなく、式内社である

志々伎神社、また地元平

戸市の町名、志々伎町に

も用いられている。 

・記載者が、志々伎山

を「ししきさん」と誤

読若しくは誤解したと

考えられる。 

環境省レッドデータブック

2014 において「原記載がシシ

キカンアオイである」と明記

されていることから、学術的

知見を反映し、和名を「シシ

キカンアオイ」とし、別名と

して「シジキカンアオイ」を

掲載しました。今後も、学術

的知見の収集に努め、環境省

レッドリスト・レッドデータ

ブックとあわせて書きぶりを

検討してまいります。 

【その他の意見】 

１ パブリックコメン

ト期間を短縮し、保護

対象種の指定を速や

かに行うことに賛成

する。 

１ ・保護対象種の分布地の

保護や回復に早急に取

り組むべきである 

今後、追加指定する種の保護

を推進してまいります。 

２ オガサワラセセリは １ ・通年を通した吸蜜源を 今後、いただいたご意見を参



自然公園内外を問わ

ず生息地における植

生管理に環境省も協

力すべき。 

確保する必要がある種

であるため、地元団体が

実施している植生管理

を継続することが重要

であるため 

考として、追加指定する種の

保護方策を検討してまいりま

す。 

３ ヒメチャマダラセセ

リ及びキリギシソウ

について、必要な保全

対策を講じるべき。 

１ ・指定によって逆に盗掘

が助長される可能性が

ある 

・法に基づき国としての

責務を果たすこと、これ

まで行政機関を含む地

元関係者により実施さ

れてきた施策や対応を

引き継ぐことが必要で

ある。 

今後、行政機関を含む地元関

係者と連携し、追加指定する

種の保護方策を検討してまい

ります。 

４ リュウキュウキンモ

ウワラビやハカマウ

ラボシをはじめとす

る生息・生育環境の保

護や回復を必務とす

べき。 

１ ・辺野古の新基地埋め立

てに際し発見されたサ

ンゴを含め絶滅危惧種

については、移植による

遺伝子攪乱や定着の確

実性が懸念される場合、

好適環境の回復や保護

が重要となる。 

今後、いただいたご意見を参

考として、追加指定する種の

保護方策を検討してまいりま

す。 

５ 添付資料の誤字を修

正すべき。 

１ － ご指摘の箇所について、一部

資料を修正いたしました。 

６ 種の概要を記した添

付資料における「存続

を脅かす要因」では科

学的根拠を記載すべ

き。 

１ ・存続を及ぼす要因に列

挙されている事項は根

拠がなく主観的である。 

環境省レッドデータブックや

有識者から得られた知見をも

とに記載しております。 

７ 「選定要件」には客観

的かつ具体的数値を

あげるべき。 

１ ・「個体数が著しく少な

いか、又は著しく減少」、

「その存続に支障を来

す事情」等の選定要件の

記載事項は主観的で曖

昧である。 

ご指摘の内容は、種の保存法

に基づく「希少野生動植物種

保存基本方針」に記された選

定要件の一部ですが、環境省

レッドリストにおいて評価さ

れた絶滅のおそれの高さ等を



基礎情報とし、本要件に当て

はまるかを検討しておりま

す。 

８ キリギシソウについ

て、国レッドリストに

記載された学名に誤

りがあるため修正す

べき。 

１ ・平凡社の図鑑などで 

Callianthemum 

kirigishiense（種）と

掲載されている。 

レッドリストの随時見直しに

おいて対応する予定です。 

９ 環境破壊の元凶であ

る化学物質に対する

希少種の基本的保全

対策を立てることが

必要。 

１ ・化学物質が微生物をは

じめ生態系に多大なダ

メージを与えているた

め。 

ご意見は、今後の保全対策検

討の参考とさせていただきま

す。 

 




